
様式第３号 

令和５年度 学校経営報告書（自己評価） 

 

学校番号 45 学 校 名 県立清流館高等学校 校 長 名 左口 邦彦 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 
成果と課題 

ア 

思考力・判断

力・表現力を伸

ばし、主体的・

対話的な学び

を深めるとと

もに、課題解決

に向けて探究

的に取り組む

態度を育む。 

・オンライン・校外研修

への参加 80％(研修課) 

・１回以上の参加者

は 85.3%であった。 
Ｂ 

・昨年度(77.8%)より改善

したが、14.7%が、一度も

参加していないと回答し、

課題が残った。(研修課) 

・「授業の内容がわかる」

と答える生徒 80％ 

・「学ぶ面白さを感じた」

と答える生徒 80％ 

・授業を通して物事を考

える方法や材料を身につ

けることができた、と答

える生徒 80％以上 

・授業等で ICT 機器を活

用した教員の割合 85％

以上 

・学びの基礎診断の結果

が学年、進路課で活用さ

れ、改善に結びついてい

る。(教務課・情報管理

室・進路課) 

・授業の内容がわか

り、面白いと感じて

いる（保護者アンケ

ート）70％ 

・教科の授業や SP

で自分の考えを表現

してる（生徒アンケ

ート）81％ 

・授業等で ICT機器

を活用した教員の割

合 91.2％ 

・学びの基礎診断の

結果を適切な教育目

標の設定や既習事項

の確認等に活用し、

改善につなげてい

る。（教員アンケー

ト）71％ 

Ｂ 

・学習評価についての研究

等をとおして、授業の目標

を明確にすることや、授業

改善する意識が浸透した

成果が反映されたと感じ

る。さらに、内容の理解が

深まるような授業改善を

推進したい。 

・校内で ICT機器活用の研

修が行われた結果、活用の

場面が増えている。 

・学びの基礎診断の結果を

授業で活用できるような

仕組みづくりを行いたい。

生徒が結果から弱点を探

り、具体策を立てていく基

礎学力向上に繋がるサイ

クルを確立したい。 

・教科内で共通理解のも

と、観点別評価の実践と

改善が行われている。 

(教務課・研修課) 

・教科内における「観

点別評価」に対する

共通理解の促進に対

する肯定的意見

97.0% 

Ａ 

・各教科内で実践を通した

共通理解が進んでいる。今

後も評価について、職員の

ニーズに応じた研修を継

続的に実施していく。 

・授業以外の学習を週５

日以上行っていると答え

る生徒の割合 60％ 

・「自分なりの学習方法を

身に付けている」と答え

る生徒 75％ 

・「学習に ICT機器を活用

してると答える生徒（1、

2年生）」75％ 

(教務課・進路課・情報管

理室) 

・授業以外の学習を

週５日以上している

( 生 徒 ア ン ケ ー

ト)36％ 

・家庭での学習が定

着している保護者ア

ンケート)53％ 

・家庭学習の習慣化

に向けて、適切な学

習課題を生徒に提供

している。（教員アン

ケート）65％ 

Ｂ 

・学校として家庭学習の習

慣化について、分量を調整

しながら、計画的に課題を

出す等、進路実現に向け

て、基礎学力向上や探究力

を伸ばすための仕掛けが

必要である。 

・ICT機器の活用について

は、生徒に広く浸透してい

るので、学習の成果や効率

について検証する必要が

ある。 

 



様式第３号 

・１か月間の無読者 30％

以下 

 

 

 

・生徒「読書ノート」記

入数年５冊以上 

 

・読書が人の気持ちを考

える、社会のことを知る、

知識を得るなどに有用で

あると答える生徒 75％ 

 

・新書を読んだ生徒 75% 

 

・図書室講座の開催（年

６回） 

(図書課) 

・１か月の無読者は

5.1％ 

 

 

 

・「読書ノート／読書

ＭＡＰ」４回提出(点

検)済みである。 

・読書が人の気持ち

を考える、社会のこ

とを知る、知識を得

るなどに有用と答え

た生徒 84.7％ 

・新書を読んだ生徒

44.6％ 

・図書室講座６回開

催 

Ｂ 

・1 か月の無読者は 5.1％

であるが、約 60％の生徒

が 1 日の読書時間が 10 分

程度であるため、「朝の読

書」を充実させたい。 

・「読書ノート／読書ＭＡ

Ｐ」の提出率について、１、

２年生が電子配信された

フォームに記入し提出す

る方法に改めたため、提出

率の向上につながってい

る。 

 

・読書感想文で約 10％の

生徒が新書を読み 2000 字

の感想文を書きあげた。２

学年ＳＰと本校独自で実

施していえる新書レポー

トコンテストの連携を強

化し、新書を読んで考える

姿勢を生徒に身に付けさ

せたい。 

イ 

自立的な生活

習慣を確立し、

互いを認め合

い尊重する豊

な心を育む。 

・「進んで挨拶ができる」

生徒と教員の回答ｷﾞｬｯﾌﾟ

10％以内 

・「正しい身だしなみ」生

徒と教員の回答ｷﾞｬｯﾌﾟ

10％以内 

 

・SNS の適切な使用方法

が身についている生徒

100％ 

(生徒課) 

・「進んで挨拶ができ

る」ｷﾞｬｯﾌﾟ 22.8％ 

 

・「正しい身だしな

み」ｷﾞｬｯﾌﾟ 47.5％ 

 

 

・SNS に関するトラ

ブルが起こってしま

った。 

Ｂ 

・挨拶について、教員側か

ら積極的に行う必要があ

る。 

・身だしなみは、重点指導

日を設ける等したが、日頃

の声掛けや教員間での意識

の統一が不十分であった。 

・SNSの適切な使用につい

ても継続した働きかけが必

要である。 

・生徒による企画・運営

が進んでいる。 

・委員会・係活動の充実 

生徒 80％以上 

(生徒課・学年部) 

・行事において生徒

の主体性が発揮でき

た。 

・委員会・係活動が

充実と答えた生徒

94.8％ 

Ａ 

・生徒が主体的に取り組む

ことができた。今後もこう

した取り組みを大切にし

たい。 

・部活動が充実している 

生徒 80％以上(生徒課) 

・充実していると答

えた生徒 84.1％。 
Ａ 

・充実した部活動を行うこ 

ができている。 

・交通事故件数 年 10

件以下 (生徒課) 

・交通事故は 10件で

あった。 Ｂ 

・１学期に交通事故が多発

した為、外部講師を招いて

交通安全講話を実施した。 
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・生活リズムや食事、治

療など健康を維持するこ

とを意識している生徒

80％ 

・治癒勧告に対する受診

率 75% 

（保健課） 

・朝食を食べている生

徒 93.0％。と昨年よ

り改善されている。 

 

・受診率は昨年度の

29％から 33％に改善

したが目標には達し

ていない。 

Ｂ 

・保健だよりなど啓発活動

が足りなかったので、来年

度は、いろいろな場面で生

徒に対して啓発をおこな

うようにする。 

・教室等が公共の場とし

て整っている。公私区別

ができている。 

・ごみの総量の減少。分

別されたごみ出しができ

ている。 

（保健課） 

・美化委員の私物のゴ

ミの持ち帰りを呼び

掛けも含め、ゴミの分

別を意識している生

徒が増え、ゴミも少な

くなった。 

Ｂ 

・教室のゴミの分別につい

て、美会委員を中心に引き

続き取り組む。 

 

・芸術鑑賞教室の生徒満

足度 80％以上 

 

・事後アンケートにより

効果と課題の共通認識が

されている 

(図書課) 

・内容について「とて

もよい」「よい」と回

答した生徒 92.1％ 

・生徒にとって「演目

は適していた」と評価

された。また、本校を

会場にした実施を検

討したいとの声もあ

り、効果と課題の共通

認識ができた。 

Ａ 

・観客への呼びかけなど演

出が工夫されており、演者

と観客双方のコミュニケ

ーションで作り出す演劇

の魅力を生徒は実感でき

た。 

・演目も、戦時における若

者の生き方を取り上げ、昨

今の世界情勢を自分ごと

として考える機会にもな

った。会場本校とすること

を検討している。 

ウ 

社会の一員と

して貢献する

自覚と高い志

を持って、自ら

の進路を切り

拓く力を育む。 

 

・模擬投票及び選挙によ

る出前授業の実施を通し

て、生徒が具体的な参加

イメージを持つことがで

きる。（地歴・公民科） 

・焼津市選挙管理委員

会の出前授業で模擬

投票を実施した。 Ｂ 

・実際の投票資材を使用し

たり、模擬政党の政策を比

較したりすることで、実際

の投票への意識を高めた。 

・生徒向け進路講演会３

回以上 

 

 

 

・保護者向け進路講演会

３回以上 

（進路課） 

・上級学校ガイダンス

など、学年の状況に合

わせ３回以上実施し

た。 

 

・３年生の保護者向け

に奨学金、推薦制度の

説明を行うなど３回

以上実施した。 

Ａ 

・多様な進路希望に対応す

る内容とするため、今後も

ガイダンスの効果的運用を

踏まえ、講師や分野を精選

して実施する。 

・保護者向けの進路講座は、

生徒に伝えたい内容も含ま

れているので生徒同伴の実

施も考えていく必要があ

る。 

・「平和について意識が高

まった」「各地域の自然や

生活文化の違いへの理解

が深まった」「他者を思い

やる言動ができた」と回

答する生徒 90% 

（２年部） 

・「旅行先の歴史や文

化に触れ教養を高め

られた」生徒 98％、

「班員と協力して行

動できた」生徒 99％、

「国際平和への意識

を高められた」生徒

99％、「SDGSが充実し

ていた」生徒 97％。 

Ａ 

・事前学習より計画的に学

習が進めることができ、効

果的な研修ができた。SDGS

学習をテーマに研修がで

き、探究活動との連携がで

きた。自他を認め、集団と

しての言動がとれ、充実し

た時間を過ごせた。 
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・３年生進路目標の実現

の満足度 90% 

・必要な進路情報が入手

できている 80% 

（進路課・学年部） 

・進路情報の入手等の

肯定的回答 74.3％

(保護者アンケート) Ｂ 

・オープンキャンパスや学

校説明会の情報等はタイム

リーに伝えることができ

た。今後も各学年の生徒の

実情に合わせた進路情報を

確実に伝えていく。 

エ 

 

教育諸活動に

係る生徒への

支援体制の充

実を図り、「信

頼される学校」

づくりに努め

る。 

 

・スクール・ミッション、

スクール・ポリシーに基

づく、教育活動の円滑な

運用 

(副校長) 

・スクール・ミッシ

ョン、スクール・ポ

リシーに基づいて、

各課室科が重点目標

や取組の具体を作成

した。 

Ｂ 

・今年度新たに策定された

スクール・ミッション、ス

クール・ポリシーについ

て、本校の教育活動の拠り

どころとなるよう、引き続

き教職員への理解を促す。 

・職員研修の計画的実施

とチームプロジェクトの

充実 

(研修課) 

・ICT をテーマにし

た研修(４回)を行っ

た。ICT や学校広報

など４つのﾁチーム

プロジェクトを実施

した。 

Ａ 

・ICT研修を通して授業や

実務での利活用が拡大し

た。各チームプロジェクト

の研究成果を広報活動や

職員研修に還元すること

ができた。 

・定例の会議に加え、必

要に応じて随時ケース会

議を行い迅速な対応態勢

が整えられる。 

・SCや外部専門機関との

スムーズな接続がとられ

ている。 

(相談室) 

・定例会議は予定通

り実施した。 

 

 

・生徒と家庭の問題

対応に、随時ソーシ

ャルワーカーの派遣

を要請し、ケース会

議を開き対応した。 

Ａ 

・適切な対応ができ、問題

が解決方向へ進んだケー

スが多かった。一方で、カ

ウンセリングを拒み、長期

欠席になってしまう生徒

のサポートが今後の課題

である。 

・会計研修実施 年１回

以上 

 

 

・適正かつ効果的な予算

配分及び計画的な予算執

行が行われている。 

(事務室) 

・職員会議の場を利

用して実施した。 

 

 

・校内予算の配分は

できなかったが、各

分掌からの要望に対

し可能な限り執行で

きるよう心がけた。 

Ａ 

・不祥事根絶取組及び職場

リレー研修として、全職員

の共通理解を図る機会とす

ることができた。 

・年々学校経営予算が縮小

し、施設設備の不良等を起

因とする予定外の対応に追

われながらも、各分掌との

連携を意識して予算執行に

あたることができた。 

・防災マニュアルの活用

促進 

 

 

・職員の防災研修の実施 

 

 

 

・校内防災訓練実施 年２

回以上 

・地域防災訓練参加生徒 

50％以上 

 (総務課) 

・危機管理マニュア

ル（災害安全）を健

康体育課の実地確認

のもと、改訂した。・ 

・職員会議で危機管

理マニュアルの読み

合わせを実施した。 

・校内防災訓練を２

回実施した。 

・地域防災訓練は実

施されない自治体も

あり、生徒の参加率

は低かった（8.7%）。 

Ｂ 

・危機管理マニュアルに関

しては情報を適切に収集

し、その都度見直しをして

いきたい。また、職員への

周知徹底もしていきたい。 
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・PTA 広報紙「清流館だ

より」発行 年 2回 

 

 

・学校広報の充実 

 

 

 

 

 

 

 

・一日体験入学、学校公

開参加者の満足度 90％

以上  

(総務課、研修課) 

・「清流館だより」を

年２回発行した。 

 

 

・学校案内のデザイン

を変更した。公式イン

スタグラムの運用を

通して、本校の魅力発

信を継続的に行った。

PTA インスタグラム

を開設した。 

 

・夏と秋の学校公開参

加者へのアンケート

結果のほとんどの項

目に対して肯定的意

見 90%以上。 

Ａ 

・負担軽減のため、PTAイ

ンスタグラムを更に活用

し、PTAだよりの発行を年

１回とする。 

・学校案内の表紙の検討

し、改善する。PTA等と連

携した広報活動が可能と

なり、公式インスタグラム

については、本県公立高ト

ップの 2,800 人超のフォ

ロワー数を獲得し、強力な

広報媒体となった。 

・夏と秋の学校公開につい

ても、それぞれ 1,018名、

522名の参加があり、参加

者の満足度もとても高か

った。 

オ 

「総合的な探

究の時間」を柱

として、外部と

の連携による

学習機会の充

実を図り、地域

社会のリーダ

ーとして活躍

する人材を育

む。 

・上級学年では実践や提

案に繋がる探究を行う。

また、探究を通して志望

理由書等の進路資料作成

スキルを向上させてい

る。 

・年１回以上、探究活動

発表会を実施する。 

（進路課） 

・各学年、計画的な

指導を実施できた。

また上級生の探究発

表が下級生の模範と

なり、指導教員の協

力も得ながら、活発

な活動に繋がってい

る。 

探究活動を通して外

部と繋がることで社

会貢献の姿勢がうま

れた。 

Ａ 

・探究での協同やプレゼン

資料の作成、発表等を通し

て社会で求められる力を

伸ばすことに繋がるので、

より計画性をもって指導

したい。 

・探究活動と進路指導をリ

ンクさせることが今後の

課題である。 

 

・企業講話とキャリアデ

ザイン講演会の実施 

（進路課） 

・１年生実施した。

生徒が地域社会と関

わりを持つことがで

きた。多くの生徒が

企業の協働について

関心を示し、企業の

地域に対する課題を

自身の課題として捉

え、積極的に関わろ

うとする姿勢が見ら

れた。 

Ｂ 

・４つの企業、１行政機関

から講師を招聘し、講演を

実施したことで、生徒の進

路意識向上に繋がった。来

年度も継続して実施した

い。 

カ 

周囲との協調

性を重視し、他

者の人格や人

権を尊重する

豊かな人間性

を備え、多様な

他者と協働し

て活躍する人

材を育む。 

・年度当初の HR活動でエ

ンカウンターを実施す

る。 

・年３回いじめアンケー

トを実施する。 

・相談室と連携して校内

でのいじめを撲滅する。 

（生徒課） 

・年度当初に各クラ

ス、学年でエンカウ

ンターを実施した。 

・年３回いじめアン

ケートを実施した。 Ａ 

・エンカウンターの実施や

学期初めの面談を通して

いじめの未然防止の働き

かけをすることができた。 

・担任、学年と連携し、相

談室を含めて情報共有を

行うことができた。 
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・生徒・教職員間で場に

応じた適切な言動と距離

感の保持   

 

 

 

・学校生活が充実してい

る 生徒 80％ 

（生徒課） 

・生徒・教職員間で

場に応じた適切な言

動と距離感が保たれ

ている。 

 

 

・学校生活が充実し

ている（生徒アンケ

ート）89.9％ 

Ａ 

・引き続き、教職員が生徒

への声掛けに注意を払う

とともに、生徒との私的な

メール等のやり取りを行

わない等適切な距離感を

保ち続ける。 

・生徒の学校生活の充実に

向け、教職員が一丸となっ

て教育活動に取り組む。 

キ 

福祉・介護に関

する知識及び

技能を高め、持

続可能な共生

社会の担い手

としての人材

を育む。 

・介護福祉士国家試験の

組織的指導体制つくりを

推進する。 

 

・施設実習及び介護技術

コンテスト等を通し、技

量や意識を高めている。 

（福祉科） 

・教員間で専門分野

を担当し、国家試験

対策に当たった。 

 

・各学年とも施設実

習を実施した。介護

技術コンテストにも

積極的に参加した。 

Ｂ 

・国家試験に向け、学習意

欲が上がらない生徒に対

す指導方法を引き続き模

索する必要がある。 

・介護技術コンテストへの

参加を通して、福祉科の生

徒としての意識向上に繋

げていきたい。 

・ボランティア、社会貢

献活動に生徒が積極的に

参加。 

（福祉科・生徒課） 

・福祉科や部活単位

に留まらず、個人で

もボランティアを行

う生徒が見られた。 

Ａ 

・新型コロナウイルス感染

症が下火になったので、今

後も社会状況に合わせて

積極的に参加を促したい。 

ク 

教職員の多忙

化への対応を

進め、業務分担

のバランスを

とり、業務引継

ぎが円滑に行

われる体制づ

くりを進める。 

・各分掌における業務の

見直し及びスリム化への

取組 100％。 

・業務引き継ぎ資料が整

備され、業務継承に活用

されている。 

・教員一人あたりの時間

外労働時間を昨年度より

削減する。 

 

 

 

 

・定時退庁日に帰宅しや

すい環境となっている。 

・夏季休暇取得率 100％ 

（副校長） 

・分掌組織を改編し

た。また、分掌で抱

えていた仕事のいく

つかを新たに外部へ

委託した。 

 

・コロナが５類に移

行し、部活動が再開

したり上級学校の入

試が多様化したりす

る中で、時間外労働

時間は全体的に増加

してしまった。 

・改めて定時退庁日

（毎週月曜日）を周

知し、定時の帰宅を

促した。 

・夏季休暇取得率

98％ 

Ｂ 

・コロナ禍を経て、それ以

前に行われていた業務の

見直しと削減について、成

果を上げることができた

ので、学校全体で更に進め

ていく。 

・勤務時間管理システムを

活用して、教職員がタイム

マネジメントの意識を高

めることができるように、

管理職が働きかける。 

 

 

 

・管理職の率先した声掛け

や業務分担に配慮するな

どして、定時退庁や休暇の

取得しやすい環境を作っ

ていく。 

 

 


